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本プロジェクトでは、赤道域での鍾乳石
データと熱帯樹成長輪データの高精度対比
を行うことにより、「赤道域での多元的か
つ高精度な気候・環境変遷の復元」を目指
している。インドネシア・ジャワ島におい
て、過去50年分の鍾乳石の炭素・酸素同位
体時系列データと降水量との比較を行い、
鍾乳石が降水量の指標となることを明らか
にした（Watanabe et al., 2010）。それと
平行して、降水量データの無い、より古い
時代の試料の分析を進め、エルニーニョ南
方振動やインド洋ダイポール現象に代表さ
れる、熱帯域の気候・環境変動イベントに
伴う降水量の変動を過去にさかのぼって復
元することを現在試みている。同様の研究
を樹木においても展開しており、鍾乳石と
樹木の双方を利用して、それぞれ長期的

（数年～1万年オーダー）、短期的スケール
（季節オーダー）における降水量変動の解
明を進めている。
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